
はい
どちらとも
いえない いいえ 無回答 スタッフからの意見

利用定員が指導訓練等スペースとの関係で

適切であるか

事業所の設備等について、バリアフリー化の

配慮が適切になされているか

事業改善を進めるための PDCA サイクル

（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画して

いるか

保護者向け評価表を活用する等によりア

ンケート調査を実施して保護者の意向等

を把握し、業務改善につなげているか

この自己評価表の結果を、事業所の会報や

ホームページ等で公表しているか

第三者による外部評価を行い、評価結果を

業務改善につなげているか

職員の資質向上を行うために、研修の機

会を確保しているか

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放

課後等デイサービス計画を作成しているか

子どもの適応行動の状況を図る為に、標準

化されたアセスメントツールを使用しているか

活動プログラムが固定化しないよう工夫して

いるか

平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ

細やかに設定して支援しているか

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活

動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ

ス計画を作成しているか

支援開始前には職員間で必ず打ち合わせをし、

その日行われる支援の内容や役割分担につ

いて確認しているか

支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせを

し、その日行われた支援の振り返りを行い、気

付いた点等を共有しているか

日々の支援に関して正しく記録をとることを徹

底し、支援に検証・改善につなげているか

定期定にモニタリングを行い、放課後等デイサ

ービス計画の見直しの必要性を判断している

か

ガイドラインの総則の基本活動を複数組み合

わせて支援を行っているか
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⑱

⑲

改善目標、工夫している点など

職員の配置数は適切であるか

5 1

4 1 1
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⑪ 活動プログラムの立案をチームで行っているか

⑭

⑮

⑰

⑯

チェック項目

4

5 1

6

4 1 1

4 1

6

5 1

6

6

6

6

6

5 1

入職して日が浅いので、まだよくわから
ない

入職して日が浅いので、まだよくわから
ない

入職して日が浅いのでまだ、よくわから
ない

入職して日が浅いので、まだよくわから
ない

入職して日が浅いので、まだよくわから
ない

入職して日が浅いので、まだよくわから
ない

外部研修の案内を周知し、参加の希望を募ってい
る。また、積極的に参加する事も出来ている。

標準化されたアセスメントツールの上手な活用方
法を習得し、支援に取り入れていきたい。

面談やアセスメントした内容は、職員にも共有し、
支援や個別支援計画作成にも反映するようにして
いる。

利用者同士の関係性等を考えて、部屋分けなどを
行い、支援に適した環境作りを考えている。

一対一での対応は難しいが、多くの眼で支援が出
来るように考えている。

完全なバリアフリーとはいかないが、段差を少なく
したりして、利用者にあわせた取り組みを行ってい
る。

自己評価をホームページにて公表し、閲覧が出来
るようにしている。

第三者委員会に、自己評価の結果報告を行い、改
善点などの意見をいただいている。

業務を行う上で、問題点や最適な方法がある場合
は、相談をしたり、情報共有を行っている。

アンケートを踏まえて、課題点等を確認し、改善に
向けて取り組んでいる。

1

入職して日が浅いのでまだ、よくわから
ない

1

正しく記録を取り、支援日誌を記入する
際は、詳細な記録を取る事が出来るよ
う、なるべく早く記入するように心がけて
いる

職員間で協力しながら立案できる様に努めてい
る。

固定化される事で継続的に療育に繋げることがで
きる事と、固定化しなくてもよいプログラムを考えて
計画している。

その日の状況に応じて、また、利用者の特性も考
慮しながらプログラムの計画を行っている。

自立支援の活動や創作活動、余暇の提
供等を組み合わされた支援を行ってい
る。

職員間で報告、相談などを行い、情報共
有が行われている

支援の内容や、役割分担の確認だけで
なく、前日の利用者の様子や気になる点
などの確認を行っている

日々の支援記録を行い、事業所内カンファレンス
やモニタリングにて活用出来るようにしている。

基本活動の理解を深め、組み合わせを実施してい
きたい。

利用者の特性や状況に応じ、計画を立てている。

朝礼など、打ち合わせの時間を作り、役割分担の
確認や情報の共有を行っている。

職員により、業務終了の時間帯が違うため、すべ
てが揃っての振り返りは難しいが、個々が報告や
連絡を行い、共有できる様に努めている。

定期的にモニタリングを行い、個別支援計画書の
見直しを行っている。


